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Ⅰ 審議事項 

 本委員会は、諮問第２０２３号「放送システムに関する技術的条件」のうち、

「放送事業用無線局の高度化のための技術的条件」について検討を行った。 

 

Ⅱ 委員会の構成 

別紙１のとおり。 

なお、検討の促進を図るため、本委員会の下に 120GHz 帯放送事業用無線局検

討作業班を設置した。（別紙２） 

 

Ⅲ 審議経過 

 (１)委員会での検討 

  ア 第３４回（平成２５年１月１８日） 

委員会の運営方法、審議方針、検討項目及び審議スケジュール等について

検討を行った。検討については、120GHz 帯放送事業用無線局検討作業班に

て行うこととした。 

 

  イ 第３６回（平成２５年６月１１日） 

検討作業班の一部報告を受け、委員会報告（案）の検討を行った。 

 

  ウ 第３７回（平成２５年７月１６日） 

   （Ｐ） 

 

 (２)検討作業班での検討 

  ア 第１回検討作業班（平成２５年３月８日） 

 作業班の運営方法、今後のスケジュール等について事務局より説明し要

求条件について検討を行った。また今後の検討スケジュールを定めた。 

 

  イ 第２回検討作業班（平成２５年５月２０日） 

 伝送容量や空中線電力など基本的な技術的条件についての検討を行っ

た。いくつかの項目については、次回作業班で検討することとなった。 

 

ウ 第３回検討作業班（平成２５年６月３日） 

 共用検討、電波防護指針への適合性及び測定法について検討を行い、作

業班報告をとりまとめた。 

 

※以降、資料３６－５ P.1 から P.175 までを「Ⅳ 検討概要」として追加 

 また資料３６－５別紙１を別紙２とし、別紙１として次頁を追加する。 

 
 



 

 
 



別紙１ 

情報通信審議会  情報通信技術分科会  放送システム委員会  構成員  

（敬称略、専門委員は五十音順） 

氏   名  主  要  現  職  

主  査  伊東  晋  東京理科大学  理工学部  教授  

主査代理  都竹  愛一郎  名城大学  理工学部  教授  

委  員  相澤  彰子  国立情報学研究所  コンテンツ科学研究系  教授  

専門委員  浅見  洋  一般社団法人日本ＣＡＴＶ技術協会  理事待遇・審議役  

〃 井家上  哲史  明治大学  理工学部  教授  

〃 伊丹  誠  東京理科大学  基礎工学部  教授  

〃 甲藤  二郎  早稲田大学  理工学部  教授  

〃 門脇  直人  
独立行政法人情報通信研究機構  新世代ワイヤレス研究セン

ター長  

〃 佐藤  明雄  東京工科大学  コンピュータサイエンス学部  教授  

〃 関根  かをり 明治大学  理工学部  教授  

〃 高田  潤一  東京工業大学大学院  理工学研究科  教授  

〃 丹  康雄  北陸先端科学技術大学院大学  情報科学研究科  教授  

〃 野田  勉  一般社団法人日本ケーブルラボ 実用化開発グループ長  

〃 松井  房樹  一般社団法人電波産業会  常務理事  研究開発本部長  

〃 村山  優子  岩手県立大学  ソフトウェア情報学部  教授  

〃 山田  孝子  関西学院大学  総合政策学部  教授  

 
 



 

 
 




